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（ウサギ成長軟骨帯損傷モデルを用いた肋軟骨移植による治療）

論文内容の要旨 

〔目 的(Purpose)〕 

 成長軟骨帯は思春期まで長管骨に存在し、骨の長軸方向への成長に関与している。しかし、骨折や腫瘍・感染など

により、成長軟骨帯を損傷すると骨性架橋が損傷部に形成され、角度変形や脚長差の原因となる。これまでに成長軟

骨帯損傷に対する手術として、骨性架橋部の切除及び、自家脂肪組織やbone waxの移植が行われてきた。しかし、損

傷範囲が大きい場合には十分な変形改善は得られていない。そこで、本研究ではウサギ成長軟骨帯損傷モデルを用い

て、生物学的活性を有する肋軟骨を骨性架橋切除部に移植し、その効果について検討を行った。 

〔方法ならびに成績(Methods/Results)〕 

 6週齡 New Zealand white Rabbitの脛骨近位成長軟骨帯をスチールバーで掘削することで、損傷させウサギ成長軟

骨帯損傷モデルを作成した。グループは損傷のみ行った群、損傷部にbone waxを移植した群、損傷部に肋軟骨を移植

した群の3群に分け、各群10匹ずつを術後4週と8週で屠殺し、採取した脛骨を放射線学的・組織学的に評価を行った。 

 術後4週でのX線学的評価では損傷のみの群と比較し、bone wax移植群と肋軟骨移植群で有意な内反変形の防止効果

を認めたが、この2群間では変形防止に差を認めなかった。その一方で、術後8週において肋軟骨移植群はbone wax移

植群よりも内反変形の防止効果を認めた。また、μ-CT画像においてbone wax移植群と肋軟骨移植群において、骨性架

橋の形成が防止されていた。 

 次に組織学的評価では、移植肋軟骨は術後8週においてSafranin O染色で濃染し、Type II collagenの発現も認めて

いることから、軟骨特性を維持していた。組織切片より骨性架橋形成量を定量的に測定したところ、損傷のみ行った

群と比較してbone wax移植群と肋軟骨移植群では有意な骨性架橋形成の防止を認めた。しかし、bone wax移植群と肋

軟骨移植群では術後4週、8週とも骨性架橋形成量の差はなかった。一方で、肋軟骨移植群では術後8週において部分的

な成長軟骨帯の再生を認めていることから、生物学的活性を有する肋軟骨が最も強い内反変形の防止効果を持ったと

考えられた。 

〔総 括(Conclusion)〕 

 ウサギ成長軟骨帯損傷モデルに対して肋軟骨移植を行い、組織学的な成長軟骨帯の再生と角度変形の改善を認めた。

肋軟骨は成長軟骨帯損傷に対する有用な移植片となり得ると考えられた。 




